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2. 私たちはなぜ、合併するのでしょうか (建設計画策定の背景) 

 

近年のモータリゼーション※1の進展、情報化、少子高齢化といった社会状況の変化により、

日常生活圏や交流圏の広域化、ライフスタイルの多様化など、地域の人々の価値観や暮らし

方は大きく変化しています。そうした中、住民に最も身近な行政主体である市町村も自ら変

化していかなくてはなりません。また、経済環境や国と地方の役割の変化、ますます交流が

拡大する海外との関係といった大きな時代の変化は、長岡地域の自治体にこれまで以上の視

野の拡大と行政機能の強化を求めています。 

こうした変化に対応するためには、個々の市町村の行政改革などの努力に加えて、市町村

合併による行政の対応力強化と機能強化が不可欠になっています。以下に、市町村合併によ

る効果を踏まえながら、新しいまちづくりに向けての基本的な考え方を示していきます。 
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建設計画の紹介に先立って、なぜ 10 市町村の合併が 
必要になっているか、その背景をまとめてみました 
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(1) 市町村の枠を越えた広域的な行政が必要になっています 

交通や情報通信技術の発達により、長岡地域の住民の日常生活圏は、現在の市町村の枠を

越えて拡大しています。隣の市町村へ通勤や買い物に行くことは、ごく普通のことであり、

防犯防災や公共サービスのあり方について各市町村が個別に活動することは、きわめて効率

の悪い状況にもなっています。 

すでに、長岡市を中心とした 13 市町村は、平成５年２月に地方拠点都市法による地方拠

点都市地域の指定を受け、広域市町村圏として、一部事務組合を組織化しており、地域間交

流、広域観光、人材育成といったソフト事業を実施しています。 

こうした背景から、今後、広域的な見地からの隣接市町村との一体的なまちづくり、行政

サービスの充実といった事業を展開していくためには、総合的な行政主体としての意思決定

を行い、住民ニーズに応えることが最適な方法となっています。 

 

(2) グローバル時代の地方分権を担う行政機能の強化が必要です 

地方分権の推進は、全国的に見ても実行段階に入り、地方自治体においては自己決定･自

己責任の原則の下で、ますます大きな役割を果たすことが期待されています。また、国の枠

を越えた地球規模での経済の進展や、海外との交流の拡大により、これまでの近隣地域や首

都圏との関係だけでなく、海外諸地域との関係も視野に入れていかなくてはなりません。 

こうした状況変化は、地方自治体に対しても高度な行政能力を求めています。合併によっ

て、小規模自治体では困難なノウハウや優秀な人材を獲得・育成による、グローバル時代の

地方分権を担う機能の強化が必要になっています。 

 

(3) 地域を見つめ直し、新しい長岡市を創ることが必要です 

地域住民の価値観や行政サービスに対するニーズはますます多様化しています。また、一

方で、市町村の枠を越えて自らのニーズを満たそうとする志向も高くなり、転入・転出人口

が拡大するなど、地域間の競争も激しいものとなっています。 

こうした課題に対応していくためには、地方自治体が自らの地域の意味や役割を認識し、

「本当に実現したいこと・本当に大切なものは何か」ということを、住民の視点から真剣に

考えていくことがとても大切になります。他の地域と違った地域の魅力や強みを見極め、そ

れを基盤に住民自身が望む新しいまちづくりをしていかなくてはなりません。 

変化の激しい社会状況において、新市建設は長岡地域 10 市町村の特性を踏まえた持続力

のあるまちづくりへのチャンスにほかなりません。今回の将来構想や建設計画は、そういっ

た視点から策定したものです。その実現のためには、合併による一定規模の自治体形成、財

政基盤整備が不可欠といえます。 
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(4) 住民と行政が連携・協力する新しい地域経営が求められています 

行政の枠組みが大きく変化する一方、住民と行政の関係や地域経営のあり方においても、

新しい考え方に基づく変化が進んでいます。 

地域で行う活動のすべてを行政が担うのではなく、行政で行うべきことと住民自身が行う

べきことを明確に区分し、協力してまちづくりを進めることが必要です。さらに、ＮＰＯや

民間企業の力を活かした効率的な住民サービスを行うことが、今後の地域経営の基本となり

ます。 

また、行政が行う活動においても住民参加を積極的に進め、事業設定や評価においては常

に住民の声に耳を傾け、住民主導で事業を行うといった住民参画型の地域経営が求められて

います。 

 

(5) 安定した財政基盤の確立が急務となっています 

新しい地域づくりのためには、地方自治体がしっかりと自立するとともに、活動を裏付け

る安定した財政基盤を持たなくてはなりません。しかし、経済環境の変化や高齢化に伴う社

会保障費の増大などにより、現在の地方財政はきわめて厳しい状況にあることも事実であり、

特に小規模自治体ほど財政力は弱く、少子高齢化の進展の中で基幹的なサービスにも支障を

きたす恐れがあります。 

厳しい財政状況の中で、長岡地域における行政サービスを維持しつつ新しいまちづくりを

進めるためには、行政の効率化を図りながら、財政基盤を強化することが最優先課題となっ

ています。 
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3. 建設計画策定に向けて 
 

建設計画とは、新市の地域らしさ価値を高めていく計画です 

 

(1) 建設計画の位置づけ 

「長岡地域新市建設計画」は、合併して誕生する新しい市をどのように創っていくかを考

え、住民と行政が一緒に新しいまちづくりを進めるための基本となる計画です。 

私たちは、まず新市をどのようなまちにしたいか、どのような価値を持つべきか、という

ことを住民の皆さんと一緒に考え、｢長岡地域新市将来構想｣を策定しました。建設計画では、

その将来構想に基づき、「新市の価値＝新市地域らしさ価値（ブランディング価値）」を具体

的にどのように確立し、高めていくかを明らかにします。 

将来構想の策定においても住民の考えを第一にしてきたように、これからのまちづくりは、

どのように創っていくかという過程も重要です。住民本位の新市を建設するためには、住民

本位の地域経営、住民と行政が一体となった活動を最優先に考えなくてはなりません。 

｢長岡地域新市建設計画｣の策定にあたっては、そういった視点からの考察を重視していま

す。建設計画は、新市の位置づけを正しくとらえ、地域らしさ価値の向上に向けての方法と

具体的活動をまとめたものです。 
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これまでも 10 市町村では、地域の状況や住民の要望などから、総合計画を初めとするさ

まざまな計画を持っていました。新市建設計画の策定にあたっては、将来構想実現に向けた

新たな施策の検討を行いますが、これらの既存計画は新市建設計画策定の重要な素材となり

ます。既存計画の各事業は、新市の地域らしさ価値向上に向けた建設計画の一部として、新

たに位置づけられることになります。 
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新市建設計画は、新市将来構想を実現するための根幹となる事業を明確にしていくもので

あり、新市の全分野におよぶ施策や事業を掲載するものではありません。一方、新市の総合

計画は、本建設計画を基礎として、新市が目指すまちづくりの詳細な内容について総合的に

掲載するものとなります。 
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� � �� ����	
�����（ｐ７～ｐ22）�
新市の概況と、そこから導かれる新市の可能性を考察します。 

� � �� ���������������（ｐ23～ｐ39）�
｢地域らしさ価値｣を基本とする新市将来構想の概要を提示します。 

� � �� ����� !"#$�%&'(� （ｐ75～ｐ79）�
新市建設に向けて、新潟県が主体となる事業を提示します。 

� ) �*� + �� �����,-（ｐ48～ｐ74）�
新市建設のための事業の概要を分類・整理して提示します。 

� . �� /012（ｐ81～ｐ82）�
新市運営の基本となる財政計画を提示します。 

� 3 �� ���12-45678（ｐ40～ｐ47）�
建設計画策定の基本方針・戦略方針やプロセスを提示します。 

9�� （ｐ１～ｐ６）�
建設計画策定の背景、建設計画の位置づけを整理します。 

� : �� ;<,��=>?@（ｐ80）�
新市における公共施設配置の基本的な考え方を提示します。 

� �A �� ����12�BC5DE8（ｐ83～ｐ86）
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新市における市民と行政による地域経営のあり方、取り組みなどに
ついて提示します。 

(2) 建設計画が対象とする期間 

* �� c¬�®�� ¯��;cd�°B*

*

(3) 建設計画の構成 

長岡地域新市建設計画は序章及び第１章から第 10 章までで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第２章で紹介する新市将来構想は概要のみとなります。詳細は別冊子「長岡地域新市将来構想」をご

覧ください） 

 




